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　本研究科との学術交流を通じ、本研究科の研究および
教育に顕著な功績があったと認められる外国人研究者等
に対して授与するフェローの称号を設け、平成１５年１０月１
日より施行された。フェロー称号授与基準は、○将来も継
続して学術交流を実践する者、○環境科学研究科に所

属する前の実績も含め概ね３年以上継続した学術交流実
績をもつ者、○助教授相当以上の者となっている。 
これまでに環境科学研究科フェローの称号を授与された外
国人研究者等は以下の通りである。 
 

地震学ならびに地震波による地下計測に関する世界第一
線の研究者として著名であり、本務のLANL当該部門長の
ほか、Bulletin of the Seismological Society of America
の編集委員長や数々の国際会議の組織委員等を務めている。
これまでの本学との密接な研究交流、共同研究を通じ、
20数編に及ぶ共著論文を発表し、当該研究ならびに学生の
教育に顕著な功績を有している。 
 

世界初の高温岩体地熱開発プロジェクトのリーダーとして世
界的に著名であり、その後米国Colorado School of Mine
教授として地熱開発工学、石油開発工学、環境工学等の
教育・研究に携わってきた。その間、当研究科との密接な
研究交流を行うとともに、客員研究員として本学に６ヶ月滞在
して教育・研究に貢献する等、顕著な功績を有している。さ
らに、過去３回にわたり本学外部評価委員として来日し、本
学の教育・研究に対し助言を行っている。 
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岩石ならびに氷の破壊物理に関する世界第一線の著名な
研究者である。特に、複雑き裂システムの破壊物理や温暖
化による南極の棚氷破壊に関する新規な研究領域を開拓し
ている。本学との交流に極めて積極的で、客員研究員として
本学に１年間滞在するなど教育・研究に多大の貢献をしてき
たことに加えて、これまで５名の研究スタッフや数多くの学生を
派遣し研究交流を促進させるなど、顕著な功績を有している。 
 

化学工学を基盤としてプラスチックの化学リサイクル、
PCBsの分解処理、廃棄物焼却や金属原料予備処理プロ
セスからのダイオキシン類の発生抑制など、物質リサイクルと
環境問題に関連する幅広い分野で国際的に活躍している。
ベルギーで発生した鶏肉のダイオキシン汚染問題の原因解明
と事後処理では重要な役割を果たしている。 

 
 

　本研究科と密接に連携し、共同研究・教育を進める目
的で、すでにコロラド鉱山大学（米国）、韓国科学技術
院（韓国）、青島科学技術大学（中国）、陜西科学技
術大学（中国）、ボルドー第1大学（フランス）、タシケン
ト国立経済大学（ウズベキスタン共和国）、国立成功大
学（台湾）との間に国際協定を締結している。 
　なお2006年には、フランス国立中央理工科学校５校
（リール中央理工科学校、リヨン中央理工科学校、マル
セイユ中央理工科学校、ナント中央理工科学校、パリ中
央理工科学校）と協定（大学間協定）を締結する予定
である。 
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